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S1-01 大口町防災会議条例 

大口町防災会議条例 

昭和 38年 3 月 25 日 

条 例 第 1 号 

（趣旨） 

第１条 この条例は、災害対策基本法（昭和３６年法律第２２３号）第１６条第６項の規定に基づ

き、大口町防災会議（以下「防災会議」という。）の所掌事務及び組織を定めるものとする。 

（所掌事務） 

第２条 防災会議は、次に掲げる事務をつかさどる。 

(1) 大口町地域防災計画を作成し、及びその実施を推進すること。 

(2) 町長の諮問に応じて町の地域に係る防災に関する重要事項を審議すること。 

(3) 前号に規定する重要事項に関し、町長に意見を述べること。 

(4) 前３号に掲げるもののほか、法律又はこれに基づく政令により、その権限に属する事務。 

（会長及び委員） 

第３条 防災会議は、会長及び委員２５人以内をもって組織する。 

２ 会長は、町長をもって充てる。 

３ 会長は、会務を総理する。 

４ 会長に事故あるとき又は会長が欠けたときは、あらかじめ会長が指名する委員が、その職務を

代理する。 

５ 委員は、次に掲げる者をもって充てる。 

(1) 愛知県警察の警察官のうちから町長が任命する者 

(2) 町長がその部内の職員のうちから指名する者 

(3) 町の教育委員会の教育長 

(4) 町の消防機関の長のうちから町長が任命する者 

(5) 町の地域にあって業務を行う指定地方公共機関及び指定公共機関の職員のうちから町長が

任命する者 

(6) 自主防災組織を構成する者又は学識経験のある者のうちから町長が任命する者 

(7) 町長が特に必要と認めて任命する者 

６ 前項第５号の委員の任期は、２年とする。ただし、補欠の委員の任期は、その前任者の残任期

間とする。 

７ 委員は、再任されることができる。 

（専門委員） 

第４条 防災会議に、専門の事項を調査させるため、専門委員を置くことができる。 

２ 専門委員は、関係地方行政機関の職員、愛知県の職員、町の職員、関係指定公共機関の職員、

関係指定地方公共機関の職員及び学識経験のある者のうちから、町長が任命する。 

３ 専門委員は、当該専門の事項に関する調査が終了したときは、解任されるものとする。 

（会議） 

第５条 防災会議は、必要に応じて会長が招集する。 
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２ 防災会議は、委員の総数の２分の１以上の出席がなければ、会議を開くことができない。 

３ 防災会議の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、会長の決するところによる。 

（委任） 

第６条 この条例に定めるもののほか、防災会議の議事その他防災会議の組織及び運営に関し必要

な事項は、会長が防災会議に諮って定める。 

附 則 

この条例は、公布の日から施行する。 

附 則（昭和６２年９月２４日条例第１３号） 

この条例は、公布の日から施行する。 

附 則（平成１３年１２月２１日条例第２４号） 

この条例は、公布の日から施行する。 

附 則（平成２４年１２月２６日条例第２１号） 

この条例は、公布の日から施行する。 
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S1-02 大口町防災会議委員名簿 

区 分 適  用  条  項 職        名 

会 長 条例第３条第２項 大口町長 

委 員 条例第３条第５項第１号 愛知県江南警察署長 

条例第３条第５項第２号 大口町地域協働部長 

〃 総務部長 

〃 健康福祉部長 

〃 建設部長 

〃 議会事務局長 

〃 生涯教育部長 

〃 会計管理者 

条例第３条第５項第３号 大口町教育委員会教育長 

条例第３条第５項第４号 丹羽広域事務組合消防本部消防長 

大口町消防団長 

条例第３条第５項第５号 尾北医師会扶桑大口支部長 

NTT 西日本名古屋支店尾張設備サービスセンター所長

中部電力株式会社 小牧営業所長 

東邦瓦斯株式会社 小牧営業所長 

条例第３条第５項第６号 愛知県江南保健所長 

愛知県一宮建設事務所長 

尾張県民事務所防災保安課長 

大口町議会議長 

大口町議会総務建設常任委員長 

大口町副町長 

愛知北農業協同組合大口支店長 

大口町商工会長 

大口町区長会長 

丹羽広域事務組合水道部長 

計 ２６名 
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S1-03 大口町災害対策本部条例 

大口町災害対策本部条例 

昭和 38 年 3 月 25 日 

条 例 第 ２ 号 

（趣旨） 

第１条 この条例は、災害対策基本法（昭和３６年法律第２２３号）第２３条の２第８項の規定に基づ

き大口町災害対策本部（以下「本部」という。）の組織及び運営に関する事項を定めるものとする。 

（災害対策本部長及び災害対策副本部長） 

第２条 災害対策本部長（以下「本部長」という。）は、本部の事務を総括し、本部の職員を指揮監督

する。 

２ 災害対策副本部長は、本部長を補佐し、本部長に事故あるときは、その職務を代理する。 

（部） 

第３条 本部の事務を分掌させるため、本部長が必要と認める数の部を置く。 

２ 部に部長及び部員を置く。 

３ 部長は災害対策本部員のうちから、部員はその他の職員のうちから本部長が指命する。 

４ 部長は、本部長の命を受けて部の事務を掌理する。 

５ 部員は、部長の命を受けて部の事務を処理する。 

（委任） 

第４条 この条例に定めるもののほか、本部の組織及び運営に関し必要な事項は、本部長が定める。 

附 則 

この条例は、公布の日から施行する。 

附 則（平成８年３月２６日条例第７号） 

この条例は、公布の日から施行する。 

附 則（平成２４年１２月２６日条例第２２号） 

この条例は、公布の日から施行する。 
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S1-04 防災関係機関 

防災関係機関 

１ 指定地方行政機関（内閣総理大臣が指定した機関） 

・名古屋地方気象台         ・中部地方整備局 

・中部管区警察局          ・東海財務局 

・東海北陸厚生局          ・東海農政局 

・中部経済産業局          ・中部運輸局 

・第四管区海上保安本部       ・東海総合通信局 

・愛知労働局            ・中部森林管理局 

・中部近畿産業保安監督部      ・大阪航空局中部空港事務所 

・中部地方環境事務所        ・近畿中部防衛局東海防衛支局 

２ 指定公共機関（内閣総理大臣が指定した機関） 

・独立行政法人国立病院機構     ・独立行政法人水資源機構 

・日本銀行             ・日本赤十字社 

・日本放送協会           ・中日本高速道路株式会社  

・中部国際空港株式会社       ・東海旅客鉄道株式会社   

・日本貨物鉄道株式会社       ・西日本電信電話株式会社 

・日本郵便株式会社         ・東邦瓦斯株式会社 

・日本通運株式会社         ・中部電力株式会社 

・関西電力株式会社         ・電源開発株式会社 

・ＫＤＤＩ株式会社         ・株式会社ＮＴＴドコモ 
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S1-05 過去の主な風水害 

過去の主な風水害

年 月 日 
種 別 

（名 称） 

名古屋の記録        ①災害の特徴 

県下の    ②被害の程度 

被害概要   ③発生場所 

       ④被害額 
最低気圧 

（hPa） 

最大風速 

風速（m/s）

総雨量 

(mm) 

大元.9.22～23 

（1912 年） 
暴風雨 971.4 28.2SSE 102.9 

②死者 140 負傷者 180 

家屋全壊 6,000 

大 8.9.16～17 

（1919 年） 
暴風雨    ②死者 4 家屋全壊 40 浸水 700 

大 10.9.25～26 

（1921 年） 
暴風雨 986.7 18.3SE 43.9 ②死者 27 負傷者 22 

大 14.8.14～15 

（1925 年） 
大 雨    

②死者 6 負傷者 3  

家屋全壊 25  浸水 20,000 

大 14.9.11 

（1925 年） 
暴風雨  996.0 22.8SSE 186.8 

②死者 12 負傷者 3 

家屋全壊 52 浸水 20,000 

大 15.9.4 

（1926 年） 
暴風雨  989.1 20.8NNW 52.9 

②死者 23 負傷者 70 

家屋全壊 166  浸水 1,400 

昭 5.7.19 

（1930 年） 
大 雨    

②死者 13 負傷者 2   

家屋全壊 13  浸水 2,000 

昭 7.7.１～2 

（1932 年） 
大 雨    

②死者 26 負傷者 9 

家屋全壊 30  浸水 2,700 

昭 9.9.21 

（1934 年） 

暴風雨 

(室戸台風) 
 975.9 32.9SSE 24.0 

②死者 8 負傷者 68  

家屋全壊 85 

昭 10.10.27 

（1935 年） 
大 雨    ②死者 1 負傷者 2 浸水 13,000 

昭 11.10.2～3 

（1936 年） 
暴風雨  984.6 12.7N 198.2 

②死者 2 負傷者 8  

家屋全壊 4  浸水 15,000 

昭 13.7.3～5 

（1938 年） 
大 雨    

②死者 2 家屋全壊 6 

浸水 4,500 

昭 19.10.7～8 

（1944 年） 
暴風雨  975.3 3.7SSE 80.8 

②死者 5  負傷者 2 

家屋全壊 95  浸水 700 

昭 20.9.18 

（1945 年） 

暴風雨 

(枕崎台風) 
 988.7 20.2SSE 40.3 

②死者 4 負傷者 8 

家屋全壊 400  浸水 600 

昭 20.10.11 

（1945 年） 

暴風雨 

(阿久根台風)
 997.1 14.0SSE 228.9 

②死者 1 家屋全壊 1   

浸水 6,000 

昭 25.9.3 

（1950 年） 
暴風雨 

(ジェーン台風) 
 995.4 26.7SE 47.4 

②死者 6 負傷者 36  

家屋全壊 40  浸水 300 

昭 27.6.23～24 

（1952 年） 

暴風雨 

(ﾀﾞｲナ台風) 
 991.3 13.7NNE 177.2 

②死者 1 家屋全壊 3  

 浸水 6,800 

昭 28.9.25 

（1953 年） 

暴風雨･高潮 

(台風 13 号) 
 970.0 22.6NNW 178.1 

②死者 72 負傷者 623  

家屋全壊 6,769  浸水 90,000 

昭 29.7.30 

（1954 年） 
大 雨    

②死者 3 負傷者 1 

家屋全壊 15  浸水 6,870 

昭 30.10.20 

（1955 年） 

暴風雨 

(台風 26 号) 
989.7 20.8SSE 34.3 

②死者 3 負傷者 18  

家屋全壊 65  半壊 61  

一部破損 113 床上浸水 14 

 床下浸水 599 



S1-7

年 月 日 
種 別 

（名 称） 

名古屋の記録        ①災害の特徴 

県下の    ②被害の程度 

被害概要   ③発生場所 

       ④被害額 
最低気圧 

（hPa） 

最大風速 

風速（m/s）

総雨量 

(mm) 

昭 32.8.7 

（1957 年） 

大 雨 

(多治見大雨)

②死者 33 負傷者 44  

家屋全壊 88  半壊 89   

床上浸水 3,547   

床下浸水 13,961   

昭 33.8.25 

（1958 年） 

暴風雨 

(台風 17 号) 
999.0 17.7SE 139.9 

②死者3 負傷者1  家屋全壊9  半

壊 25  一部破損 248  

床上浸水 116  床下浸水 4,682   

昭 34.8.14 

（1958 年） 
大 雨 993.5 13.4WNW 234.0 

②負傷者 1 家屋全壊 1   

半壊 20  一部破損 2  

床上浸水 14  床下浸水 80,826  

昭 34.9.26 

（1959 年） 

暴風雨･高潮 

(伊勢湾台風)
958.5 37.0SSE 165.7 

①台風と高潮による災害で伊勢湾を

中心に県下全域の沿岸部に被害が集

中した。 

②死者 3,168 行方不明 92   

負傷者 59,045 

家屋全壊 23,334   

流失 3,194 半壊 97,049  

一部破損 287,059  

床上浸水 53,560   

床下浸水 62,831   

③県下全域（沿岸部中心） 

④3,224 億円 

昭 36.6.23～29

（1961 年） 

大  雨 

(36.6 梅雨 

前線豪雨) 

398 

立  田 

682 

①集中豪雨による災害で尾張部を中

心に河川の氾濫等の被害が発生し

た。 

②死者 4 行方不明 2 

負傷者 13  家屋全壊 29  

流失 2  半壊 72  

床上浸水 7,969  

床下浸水 66,654   

③県下全域  

④111 億円 

昭 36.9.16 

（1961 年） 

暴風雨 

(第二室戸台

風) 

 971.7 28.7SSE 96.4 

①集中豪雨による災害で中小河川の

氾濫・暴風雨による竜巻等の被害が

発生した。 

②死者 3  負傷者 146 

家屋全壊 168  半壊 515 

床上浸水 652 

床下浸水 8,868 

③尾張部 

④104 億円 

昭 37.6.30～7.5 

（1962 年） 

大 雨 

（前線） 

103 

伊良湖 

236 

①局地的集中豪雨による災害で中小

河川の氾濫等の被害が発生した。 

②死者 2  負傷者 1  

家屋全壊 2   

床上浸水 1,605   

床下浸水 15,501   

③東三河 尾張部 

昭 37.8.26 

（1962 年） 

暴風雨 

(台風 14 号) 
996.5 23.3SSE 110 

①風水害による災害で県下全域で被

害が発生した。 



S1-8

年 月 日 
種 別 

（名 称） 

名古屋の記録        ①災害の特徴 

県下の    ②被害の程度 

被害概要   ③発生場所 

       ④被害額 
最低気圧 

（hPa） 

最大風速 

風速（m/s）

総雨量 

(mm) 

②死者 1  負傷者 9   

家屋全壊 26  半壊 28  

床上浸水 177  

床下浸水 7,556   

③県下全域 

④42 億円 

昭 39.9.25 

（1964 年） 

暴風雨 

(台風 20 号) 
992.8 22.0SSE 105.2 

①雨による災害で県下全域に被害が

発生した。 

②死者 2 負傷者 10  

家屋全壊 6 半壊 12   

床上浸水 23  

床下浸水 2,298   

③県下全域（主として名古屋、尾張、

海部、知多） 

④26 億円 

昭 40.9.17 

（1965 年） 

暴風雨 

(台風 24 号) 
970.2 17.0N 188.6 

①雨による災害で平野部に被害が多

く発生した。 

②死者 1 負傷者 18  

家屋全壊 12 半壊 62   

床上浸水 1,728   

床下浸水 49,622  

③県下全域（主として名古屋、海部）

④93億円 

昭 41.10.12 

（1966 年） 

大雨 

(東三河集中豪

雨) 

54 

田  原 

345 

①集中豪雨による災害で東三河の平

野部に中小河川の氾濫等の被害が発

生した。 

②死者 10 負傷者 14  

家屋全壊 18 半壊 11  

床上浸水 11  床下浸水 20,747   

③東三河（豊橋市、田原中心） 

④42 億円 

昭 43.8.29 

（1968 年） 

大 雨 

(台風 10 号) 
991.5 15.7SSE 

179 

茶臼山 

587 

①集中豪雨による災害で三河山間部

に中小河川の氾濫、山(がけ)崩れ等

の被害が発生した。 

②死者 6 負傷者 15   

家屋全壊 24 半壊 24  

一部破損 45  床上浸水 292  

床下浸水 4,314   

③奥三河（新城及び南･北設楽郡）

④59億円 

昭 44.8.4～5 

（1969 年） 

大雨 

(台風 7号) 
990.6 14.8ESE 

64 

新  城 

365.5 

①集中豪雨による災害で三河山間部

に中小河川の氾濫、山(がけ)崩れ等

の被害が発生した。 

②死者 3 負傷者 5  

家屋全壊 10 半壊 36  

一部破損 81  床上浸水 661  

床下浸水 3,515   

③奥三河（新城市及び宝飯郡、南･

北設楽郡） ④45 億円 

昭 45.7.29～30 

（1970 年） 
集中豪雨 1,010.8 7.7ENE 123.5 

②死者3 負傷者 4  家屋全壊2 半壊

7  床上浸水 4,552  

床下浸水 37,946   

③尾張部 ④18 億円 

昭 46.8.30～31 

（1970 年） 

大雨 

(台風 23 号) 
 987.5 10.0E 321.5 

②死者 4 負傷者 15   

家屋全壊 19 半壊 127  

床上浸水 6,136   

床下浸水 59,160 一部破損 228   
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年 月 日 
種 別 

（名 称） 

名古屋の記録        ①災害の特徴 

県下の    ②被害の程度 

被害概要   ③発生場所 

       ④被害額 
最低気圧 

（hPa） 

最大風速 

風速（m/s）

総雨量 

(mm) 

③県下全域 

④176 億円 

昭 47.7.12～13 

（1972 年） 

集中豪雨 

(47.7 豪雨 

台風 6号) 

289 

猿  投 

458 

①集中豪雨による災害で三河山間部

に、中小河川の氾濫、山（がけ）崩

れ等の被害が発生した。 

②死者 64  行方不明 4   

負傷者 12  家屋全壊 271  

半壊 287  床上浸水 20,075  

床下浸水 12,077   

③西三河（小原、藤岡、豊田、足助）

④302 億円 

昭 49.7.7 

（1976 年） 

豪雨 

(七夕豪雨 

台風 8号） 

1,008.2 6.7SE 

65 

新  城 

323 

東  栄 

302 

南知多 

285 

①台風と梅雨前線による集中豪雨災

害で、中小河川の氾濫、がけ崩れ、

橋梁の流失等の被害が発生した。 

②死者 3  負傷者 12  

家屋全壊 16 半壊 70   

床上浸水 1,820 床下浸水 11,800 一

部破損 86  

③知多、東三河地域（豊橋、蒲郡、

南知多ほか 31 市町） 

④195 億円 

昭 49.7.24～25 

（1974 年） 
大 雨   

139.8 

津  島 

333 

常  滑 

315 

一  宮 

237 

①集中豪雨による災害で尾張、海部、

知多を中心に家屋の浸水被害が多数

発生した。 

②死者 1 負傷者 7   

床上浸水 7,248  

床下浸水 743,035   

③県下全域 ④92 億円 

昭 51.9.8～13 

（1976 年） 

集中豪雨 

(51.9 豪雨 

台風 17 号) 

1,002.4 10.2SE 

422 

一  宮 

682 

南知多 602

①集中豪雨による災害で尾張、海部、

知多に中小河川の氾濫等の被害が発

生した。   

②死者 1 負傷者 37  

 家屋全壊 14  半壊 437 

床上浸水 13,050   

床下浸水 102,677 一部破損 461  

③尾張、海部、知多地域（59 市町村）

④378 億円 

昭 54.9.24～25 

（1979 年） 
豪雨 

94 

名古屋市港

区 

224 

一時間雨量

108 

①雷を伴った前線による局地的な豪

雨災害で家屋の浸水、道路、河川等

の被害が発生した。   

②死者２ 床上浸水 1,665  

床下浸水 33,351  

③県西部地域（名古屋市、東海市他

18市町村） ④26 億円 

昭 54.9.28～10.1

（1979 年） 

暴風雨 

(台風 16 号) 

981.9 

小牧 

978.2 

17.7SE 

伊良湖 

21.3S 

50 

茶臼山 

170 

①台風通過による災害で家屋損壊、

農水産物、公共土木施設等の被害が

発生した。   

②死者1 負傷者 23  家屋全壊2 半

壊 20  床上浸水 9   

床下浸水 178 一部破損 217  

③県全域 ④65 億円 

昭 54.10.18～19 

（1979 年） 

暴風雨 

(台風 20 号) 

971.9 

小牧 

969.4 

14.2W 

伊良湖 

20.0S 

80 

作  手 

282 

茶臼山 

279 

鳳  来 

①台風の通過による災害で家屋損

壊、農水産物、公共土木施設等の被

害が発生した。   

②行方不明 1 負傷者 8  

家屋全壊半壊 4  床上浸水 39  床下

浸水 314  一部破損 26  
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年 月 日 
種 別 

（名 称） 

名古屋の記録        ①災害の特徴 

県下の    ②被害の程度 

被害概要   ③発生場所 

       ④被害額 
最低気圧 

（hPa） 

最大風速 

風速（m/s）

総雨量 

(mm) 

233 ③県全域 

④113 億円 

昭 57.8.1～3 

（1982 年） 

暴風雨 

(台風 10 号 

と低気圧) 

975.1 

伊良湖 

973.0 

9.4SSW 

伊良湖 

21.1E 

184.5 

鳳  来 

501 

伊良湖 

444 

①台風と低気圧による大雨に伴う家

屋損壊、農地農業用施設、農林水産

物、公共土木施設等に被害が発生し

た。   

②負傷者 9  家屋全壊１  

半壊４  床上浸水 230   

床下浸水 2,777  一部破損 91  

③県全域 

④131 億円 

昭 57.9.11～12 

（1982 年） 

暴風雨 

(台風 18 号) 

984.1 

伊良湖 

980.5 

10.3N 

伊良湖 

19.7NNW

134.0 

伊良湖 

3 06.5 

①台風の通過によるに災害で家屋損

壊、農林水産物、公共土木施設等に

被害が発生した。   

②死者 1  負傷者 1  家屋全壊１

半壊 1  床上浸水 7  

床下浸水 324  

一部破損 4 

③主として県東部 

④約 23 億円 

昭 58.8.16～17 

（1983 年） 

暴風雨 

(台風 5号) 

982.0 

伊良湖 

974.9 

7.2WNW 

伊良湖 

19.0ENE 

100 

豊  橋 

419 

①台風の通過による災害で家屋損

壊、農林水産物、公共土木施設等に

被害が発生した。   

②負傷者 1  家屋全壊１ 半壊 1  

床上浸水 33  床下浸水 356  

一部破損 3  

③主として県東部 

④約 1３億円 

昭 58.9.27～28 

（1983 年） 

暴風雨 

(台風 10 号) 
992.2 

9.5 

伊良湖 

11.2SSE 

234 

小  原 

291 

茶臼山 

305 

①台風の通過、特に豪雨による災害

で家屋損壊、農林水産物、公共土木

施設、農林水産業施設、農林水産物

等に被害が発生した。   

②死者 5  負傷者 1  

 家屋全壊 2 半壊 1  

 床上浸水 762   

床下浸水 16,974  

部破損 25  

③主として県西部 

④約 28 億円 

平元.9.2～4 大 雨   

132 

茶臼山 

325 

①低気圧に伴う寒冷前線による災害

②死者１  負傷者３   

家屋全壊１ 半壊 1   

床上浸水３  床下浸水 139 

一部破損 2  

③県全域 

④約 24 億円 

平元.9.19～20 台風 22 号   

47 

茶臼山 

295 

①台風の通過、特に豪雨に東加茂郡

を中心とした豪雨による土砂災害に

より家屋損壊、農林水産物、公共土

木施設、農林水産業施設等に被害が

発生した。   

②死者２  負傷者 1   

家屋全壊 18 半壊 11   

床上浸水 121  床下浸水 134 

一部破損 9  

③県全域 

④約 92 億円 
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年 月 日 
種 別 

（名 称） 

名古屋の記録        ①災害の特徴 

県下の    ②被害の程度 

被害概要   ③発生場所 

       ④被害額 
最低気圧 

（hPa） 

最大風速 

風速（m/s）

総雨量 

(mm) 

平 2.9.19～20 
台風 19 号 

972.5 

伊良湖 

976.9 

20.1SSE 

伊良湖 

26.2S 

95 

作  手 

254 

①台風の通過による災害で、特に農

業用施設、農作物の被害が著しかっ

た。 

②負傷者 29  家屋全壊 2 半壊 28  

床上浸水 67 床下浸水 1,408 一部破

損 2,297  

③県全域 

④約 153 億円 

平 3.9.18～19 

大 雨 

(台風 18 号・前

線) 

総降水量 

１時間降水

量 

名古屋 

南知多 

名古屋 

東 海 

南知多 

242 

316 

57 

55 

48 

①台風 18 号の接近伴い、本州南岸の

秋雨前線の活動が活発化した。この

ため、名古屋市 3区（北・緑・天白）

及び春日井市では、災害救助法が適

用された。 

②死者2  軽傷者1  家屋全壊2 半

壊 28  床上浸水 3,713 

 床下浸水 12,131  

一部破損 9 

③県全域 

④約 60 億円 

平 6.9.29～30 
暴風雨・竜巻

(台風 26 号) 

風  速 

瞬間風速 

総降水量 

１時間 

降水量 

名古屋 

19.4SSE 

名古屋 

36.7SSE 

作 手 

作 手 
235 

48 

①台風の他、竜巻が発生した。 

②負傷者 37 家屋全壊 8 半壊 113  

床上浸水 137 床下浸水 456 一部破

損 981 

③県全域 

④約 53 億円 

平 10.9.21～23 
暴風雨 

(台風 7･8 号)

風  速 

瞬間風速 

総降水量 

１時間 

降水量 

名古屋 

21.5SSE 

名古屋 

42.6SSE 

作 手 

作 手 329 

63 

①台風 8 号が 21 日、第 7 号が 22 日

と続いて上陸。8号は雨、7号は風に

よる被害が大きかった。交通網が大

混乱し、農業被害も大きかった。 

②死者3 負傷者 151 家屋全壊8 半

壊 35 一部破損 661 

③県内全域 

④約 33 億円 

平 11.9.24～26 
竜 巻 

(台風 18 号) 

風  速 

瞬間風速 

名古屋 

11.2SSE 

伊良湖 

11.0S 

名古屋 

23.0S 

伊良湖 

20.5S 

①台風１8 号の外側を取り巻く積乱

雲が、東海地方の南海上から県沿岸

にかかり、4 個の竜巻が相次いで発

生した。このため豊橋市では、被災

者生活再建支援法（法律第 66 号）が

平成10年 11月 6日施行されて以来、

本県で始めて同法の適用となった。

②負傷者 453  家屋全壊 41  

半壊 311  一部破損 1.052 

③主として県東部 

④約 21 億円 

平 12.9.11～12 

大 雨 

(平成 12 年 

東海豪雨) 

総降水量 名古屋 

東 海 

蟹 江 

一 宮 

稲 武 

566.5 

589 

365 

293 

467 

①秋雨前線が台風 14 号の暖かく湿

った空気が多量に流れ込んだため、

前線の活動が活発となり、愛知県を

中心とした東海地方で記録的な大雨

となった。このため、23 市町村が避



S1-12

年 月 日 
種 別 

（名 称） 

名古屋の記録        ①災害の特徴 

県下の    ②被害の程度 

被害概要   ③発生場所 

       ④被害額 
最低気圧 

（hPa） 

最大風速 

風速（m/s）

総雨量 

(mm) 

１時間 

降水量 

蒲 郡 

名古屋 

東 海 

蟹 江 

一 宮 

稲 武 

蒲 郡 

249 

97 

114 

78 

54 

70 

55 

難勧告・指示を発令し、63,000 人以

上が避難され、21 市町村で災害救助

法及び災害者生活再建支援法の適用

がされた。この災害が、激甚災害に

指定され、中小企業支援措置及び農

地・農業施設用支援並びに林道の災

害復旧事業支援措置がなされ、旭町、

稲武町が局地激甚災害（公共土木施

設分）の指定を受けた。 

②新川をはじめ県内河川の破堤 20

箇所、越水 319 箇所。死亡 7 

負傷者 107  家屋全壊 18 半壊 154  

床上浸水 22,078 床下浸水 39,728 

一部破損 147 

③県全域 

④約 2,800 億円 

平 13.8.21～22 
暴風雨 

(台風 11 号) 

総降水量 

１時間 

降水量 

茶臼山 

作  手 

岡  崎 

茶臼山 

南知多 

一 色 

鳳 来 

330 

313 

255 

34 

34 

33 

32 

①台風の通過の夜災害 

②死者 1 負傷者 1  床上浸水 3 

床下浸水 165 

③県全域 

④約 3億円 

平 15.8.8～9 
暴風雨 

(台風 10 号) 

総降水量 

瞬間風速 

茶臼山 

作手 

名古屋 

28ESE 

382 

336 

①台風の通過のよる災害 

② 負傷者 5  床上浸水 1  

床下浸水 15  一部破損 5 

③県全域 

④約 24 億円 

平 16.6.21 
暴風雨 

（台風６号）

総降水量 

瞬間風速 

茶臼山 

名古屋 

伊良湖 

284 

34 

30 

①台風の通過による災害 

②負傷者 27 半壊 1 一部損壊 16 

 床上浸水 1 床下浸水 3 

③県内全域 

④約 13 億円 

平 16.10．20～21
暴風雨 

（台風 23 号）

総降水量 

瞬間風速

茶臼山 

名古屋 

伊良湖 

265 

33 

35 

①台風の通過による災害 

②死者 1 負傷者 18 一部損壊 41 

 床上浸水 21 床下浸水 160 

③県内全域 

④約 17 億円 

平 20.8．28～30 

大雨 

８月末豪雨 

総降水量 

一時間降水量

岡崎 

蒲郡 

豊橋 

一宮 

名古屋 

岡崎 

一宮 

豊橋 

蒲郡 

名古屋 

447.5 

365 

351.5 

272 

237 

146.5 

104 

62.5 

58.5 

55 

①停滞していた前線に非常に湿った

空気が流れ込んだため、前線の活動

が活発となり、県内各地で記録的な

大雨となった。このため、名古屋市

及び岡崎市で、災害救助法及び被災

者生活再建支援法の適用がされた。

②広田川が破提。死者 2 負傷者 5

住家の全壊 5 半壊 3 一部損壊 29

床上浸水 2480 床下浸水 14106 棟 

③県内全域 

④約 107 億円 

平 21.10．7～8 暴風雨 

（台風１８号）
総降水量 

瞬間風速 

東海 

名古屋 

伊良湖 

206 

29.9 

39.9 

①台風 18 号が知多半島付近に上陸

し、特に農業用施設、農産物の被害

が著しかった。 

②負傷者 19 名、家屋全壊 6 半壊 41

一部損壊 2092 床上浸水 246 床下

浸水 1235 
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年 月 日 
種 別 

（名 称） 

名古屋の記録        ①災害の特徴 

県下の    ②被害の程度 

被害概要   ③発生場所 

       ④被害額 
最低気圧 

（hPa） 

最大風速 

風速（m/s）

総雨量 

(mm) 

③県内全域 

④約 134 億円 

平 23.9.20～21 
暴風雨 

台風第15号 

総降水量 

瞬間風速 

名古屋 

茶臼山 

阿蔵 

名古屋 

伊良湖 

274 

367 

383.5 

22 

33 

①奄美大島近海で迷走後に勢力を強

め、21日14時頃に浜松市付近に上陸。

名古屋市では100万人を超える市民

に対し避難勧告が出された。 

②死者4名、負傷者8名、家屋一部損

壊69棟、床上浸水239棟、床下浸水572

棟 

③県内全域 

④約 30 億円 

（出典：愛知県地域防災計画） 

過去の主な風水害

年 月 日 
種 別 

（名 称） 

県下の被害概要 

①災害の特徴  ②被害の程度  ③発生場所 

明元.5.14 
大雨･洪水 

入鹿池堤防決壊

①明治元年 4 月から 5 月にかけて続いた長雨により、入鹿池の水量が激増。

堤防が決壊した。 

②死者 941 負傷者 1,471 流失家屋 807 床上・床下浸水 11,709 

③主として丹羽、春日井、中島、海東(現 海部郡)の 4郡 

明 45.4.19 降雹・強風 
①丹羽郡一帯で降雹・強風が発生し、建物や農作物に大きな被害が出た。 

②負傷者 6 建物倒壊等 9 畑地 2862(反) 

大元.9.22～23 暴風雨 
②死者 4 負傷者 4 

建物全壊 527(内住宅 262) 半壊 228(内住宅 157) 

昭 3.4.21 凍霜害 
①降霜により、農作物に近年まれにみる被害が発生し、特に桑園のうけた被

害が大きかった。 

昭 9.9.20～21 
暴風雨 

（室戸台風） 

①風速は 60 メートルを記録。台風の通過により、農作物が大きな被害を受け

た。 

昭 34.9.26 
暴風雨 

（伊勢湾台風）

①強風と高潮による災害で伊勢湾を中心に県下全域の沿岸部に被害が集中し

た。大口町でも事前に対策本部を設置し、被害に備えた。 

②死者 3 負傷者 38 家屋全壊 77 半壊 135 簡易水道の断水 

（参考文献：大口町史） 
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S1-06 東海地方に影響のあった主な台風 

  ア 昭和 9年 9月 21 日 室戸台風 

    この台風は、海上を時速 20km ぐらいで北上し、19 日夜には沖縄南方に近づいた。このころか

ら北東に進路を変え、四国沖を進み 20 日夜半過ぎに室戸付近へ、非常に強い大型の台風として

時速 60km で上陸した。上陸後は、徳島の西、淡路島、神戸市、和田岬、深江の北側、宝塚池田

付近そして敦賀の西側を通過し、時速は 70km～90km に速まり、勢力は衰えながら本州を縦断し

て宮古付近から三陸沖へ去った。 

イ 昭和 28 年 9 月 25 日 台風第 13 号 

この台風は、トラック島南東 150km の海上に発生し西から次第に北西に進み、22 日夜には沖

ノ鳥島の西方の洋上で急速に発達し猛烈な大型台風となった。この辺から四国沖に向け北上し、

25 日 17 時過ぎには志摩半島を横断し毎時 40km ぐらいの速さで伊勢湾を経てカムチャッカ半島

へ去った。 

ウ 昭和 34 年 9 月 26 日 伊勢湾台風 

この台風は、エニウエトック島の西 250km の海上で発生した弱い熱帯低気圧が 9 月 23 日には

マリアナ諸島で中心気圧が 894hPa に発達して超大型台風になり、北上して 9月 26 日夜には紀伊

半島へ上陸、上陸後も勢力があまり衰えなかった。 

    台風の本国上陸にあたり風速の最大区域が台風中心経路の東側 70km 付近で志摩半島東部から

伊勢湾にかけて舌状にのびていた。これにより伊勢湾に、記録的な高潮が発生した。 

エ 昭和 36 年 9 月 16 日 第 2室戸台風 

    マーシャル諸島付近で発生した弱い熱帯低気圧が、9月 8日 15 時に台風 18号となった。12 日

朝にはマリアナ諸島の南西海上で 900hPa の超大型の台風に発達し、14 日夜半には沖縄の東側で

進路を変え、16日朝には四国の南海上から室戸岬をかすめ大阪湾に向かい、同日 13 時 30 分頃に

は尼ケ崎と西ノ宮の間に上陸した。その後 15 時には敦賀付近に進んだ。台風の規模や進路は、

昭和 9年の室戸台風に似た台風であった。 

オ 昭和 37 年 7 月 27 日 台風第 7号 

    この台風は、硫黄島の東側 1,500km の海上に発生したもので、発生地が非常に北東に偏ってい

た。 

    発生後 1日は、ほぼ北上、2日目が西進して 27日四国南東の海上で進路を変え、潮岬と白浜の

間に 13 時頃に上陸し東海道西部、関東北部を通過して三陸沖に去った。海上では中心気圧 965hPa

の中型規模だったが上陸後は急に衰え、28日には早くも 1,000hPa になり熱帯低気圧となった。 

カ 昭和 37 年 8 月 26 日 台風第 14 号 

この台風は、8月 21 日 9時にマリアナ諸島の海域で発生した。硫黄島付近では中心気圧 950hPa

になり、いわゆる夏型特有の小型台風であった。小笠原諸島の父島西方を過ぎる頃から進路を北

向き変え、そのまま中部地方に向かって北上、上陸した。26 日の 4 時頃には中心が三重県の北

牟婁郡中島付近に上陸し、その後も北上を続け、琵琶湖付近を通って日本海に抜けた。 
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キ 昭和 46 年 8 月 30 日～31 日 台風第 23号 

この台風は、8 月 21 日 9 時、南鳥島の南西で発生し、ゆっくり北西から西北西に進み、28 日

朝、奄美大島の南東方に達し台風は速度が遅くなった。海上で発達し始めた台風は、屋久島付近

を通過する頃には中心気圧が 915hPa であった。 

29 日夜半には大隈半島（佐多岬）に上陸し、四国から大阪付近、三重県南部を通り 31 日昼頃

には伊良湖岬をかすめて東方へ去った。 

ク 昭和 47 年 9 月 16 日 台風第 20 号 

    この台風は、9 月 13 日 12 時、沖ノ鳥島の南 500km に発生し、ゆっくり北西に進み、沖の大東

島の南海上で進路を北から北北東に変えた。一方 15 日 15 時には低気圧が朝鮮半島北部の元山沖

約 400km にあり、前線が南東にのびて、愛知県付近に達し愛知県では、この前線の影響により 15

日朝から雨が強くなった。 

    台風は 16日、18時 30 分潮岬付近に上陸して、その後紀伊半島を縦断し、三重県を経て岐阜県

西部を通り、17 日 5 時には佐渡付近を通過し午後には北海道西岸に達した。 

ケ 昭和 54 年 9 月 31 日～10 月 1日 台風第 16号 

    9 月 23 日、ヤップ島の北西海上で台風 16 号が発生し、発達しながら北西に進み 26 日朝には、

沖縄の南南東の海上で中心気圧 920hPa となり最盛期をとなった。同日昼頃から速度を落とし北

向きに進路を変え 29 日 15 時には奄美大島の東海上に達した。更に台風は北東に進路を変えなが

ら次第に加速し、30 日 18 時 30 分頃には高知県室戸付近に上陸（中心気圧 955hPa）した。更に

23 時頃には、大阪市に再上陸（中心気圧 965hPa、大型、並みの強さ）し、岐阜市の北を通って

本州を北東に縦断し 10月 1日 9 時には八戸沖へ抜けた。 

コ 昭和 54 年 10月 19 日 台風第 20 号 

台風 20 号は 10月 6日 15 時トラック諸島の東で台風となり、8日朝から北西に進み始め、9日

夜にはグアム島の南海上を通過し急激に発達した。12日 15 時には沖ノ鳥島南南東約 400km の海

上で中心気圧 870hPa を観測し最盛期（大型、猛烈な台風）となった。その後ゆっくりした速さ

で西北西に進み、16 日朝から北北西に進路を変え、18 日 9 時には沖縄の南約 150km の海上に達

した。この頃から次第に北東に進路を変えながら加速し、19 日 9 時 40 分に和歌山県白浜付近に

上陸（中心気圧 965hPa、大型、並みの強さ）更に、名古屋市の西を通って本州を北東に縦断し、

19 時には八戸沖へ抜けた。 

サ 平成 2年 9月 19 日～20 日 台風第 19 号 

    グアム島の北西海域で発生した弱い熱帯低気圧は、13 日には台風 19 号となり発達しながら北

西に進み、16 日から 17日にかけゆっくり沖縄の南東海洋に近づき急激に発達した。17 日午後に

は、中心気圧 890hPa を記録し猛烈な台風となった。その後台風は北東に進み、950hPa 以下の勢

力を保ったまま、19 日 20 時過ぎには、和歌山県白浜の南に上陸した。上陸後速度を上げ近畿地

方から東海地方を通り、本州を縦断し 20 日 12 時には三陸沖に抜けた。 

シ 平成 3年 9月 18 日～19 日 台風第 18 号 
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台風 18 号は、18 日沖縄の東海上を加速しながら北東に進み、それに伴い本州沿岸の秋雨前線

の活動が活発となった。更に台風は 19 日夕方には八丈島の南を通り、夜には銚子沖に達し、20

日早朝には三陸沖で温帯低気圧になった。東海地方を含め、太平洋沿岸各地では記録的な大雨と

なり、被害は東海地方から東北地方の 16 都県に及んだ。愛知県全域では、18 日午前中から雨と

なり、夜半過ぎから所々で激しく降り 18 日、19 日にかけて 100～300 ミリの大雨となった。名

古屋では 19 日の雨量 217.5 ミリを観測した。これは累年第 2位の記録となった。 

ス 平成 6年 9月 29 日～30 日 台風第 26 号 

9 月 19 日 3 時、グアム島の南西海上で台風となった第 26 号は、発達しながら北に進路をとり、

強い勢力を保ったまま29日19時半頃には和歌山県南部に上陸した。上陸時の中心気圧は950hPa、

中心付近の最大風速は 40m/s であった。上陸後は勢力を弱めながらもやや速度を速め、琵琶湖付

近を通って 30日 3時には石川県沖に進んだ。 

この台風の影響により、東部の山間部では総雨量が２００ミリを越えた。 

セ 平成10年9月21日～23日の台風第７号と台風第８号 

9月17日21時にフィリピンの西の海上で発生した台風第7号は、徐々に発達しながら南西諸島の

東海上を北東進した。また、台風第8号は9月20日に日本の南海上で発生し、北上した。日本への

上陸は第8号の方が早く、21日16時前に和歌山県田辺市付近に上陸し、翌日の22日13時過ぎには

第7号が和歌山県御坊市付近に上陸した。 

第8号の上陸時の勢力はごく小さく、弱いものであったが、21日夜に一時風雨が強くなった。

第8号は強い雨が顕著で、東部の山間部では21日の21時から23時にかけて、1時間に40mm～60mmの

激しい雨が降った。1日遅れて上陸した第7号は、中型で強い勢力を保って22日15時頃に滋賀県を

通り、北陸へ向かった。台風が愛知県の西を強い勢力で進んだことから、県内では南寄りの暴風

が吹き荒れ、名古屋では最大瞬間風速、南南東の風42.6m/sを観測した。この値は、昭和34年の

伊勢湾台風時に観測した45.7m/sに次ぐ観測開始以来第2位の記録となった。 

ソ 平成12年9月11日～12日の台風第14号 

サイパン島の東海上にあった熱帯低気圧は、9月2日21時に台風第14号となった。10日9時には南

大東島の東南東の海上に達し、大型で非常に強い勢力に発達した。一方、9月11日から12日かけて、

日本付近には秋雨前線が停滞しており、この前線に向かって台風第14号からの暖かく湿った空気が

多量に流れ込んで活動が活発となり、愛知県を中心とした東海地方で記録的な大雨となった。愛知

県では県西部を流れる「新川」の堤防が決壊したのをはじめ、河川の破堤は20箇所に達したほか、

名古屋市内では広範囲に浸水被害が発生した。この大雨で、名古屋地方気象台が観測した日最大1

時間降水量97.0mm、日最大降水量428.0mm、月最大24時間降水量534.5mmは、いずれも統計開始以来

最も多い値となった。台風は、12日19時過ぎには沖縄を通過し、東シナ海で向きを北寄りに変え、

九州の西海上を北東に進んで朝鮮半島に上陸した。その後、日本海に進み16日15時には日本海西部

で温帯低気圧となった。 

タ 平成15年8月8日～9日の台風第10号 

台風第10号は8月3日15時にフィリピンの東で発生し、7日15時には大型で非常に強い台風となっ
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た。台風第10号は強い勢力を維持したまま8日21時30分頃に高知県室戸市付近に上陸し、いったん

瀬戸内海に抜けた後、9日6時頃に兵庫県西宮市付近に再上陸した。その後はやや勢力を弱めながら

本州を縦断するように北東に進み、10日6時に千島近海で温帯低気圧に変わった。台風第10号は動

きが比較的遅く、愛知県では台風からの湿った南よりの風が長時間続いたため、茶臼山で390mmの

総降水量を観測するなど愛知県東部の山地で雨量が多くなった。風も非常に強く吹き、名古屋で9

日6時17分に東南東の風28.0m/s、伊良湖で9日1時26分に南の風27.3m/sの最大瞬間風速を観測した。 

チ 平成16年10月8日～9日の台風第22号 

台風第22号は、10月4日12時にフィリピンの東で発生し、8日3時には中心気圧920hPa、中心付近

の最大風速50m/sの非常に強い台風となった。その後、台風はゆっくり北上し、9日16時頃伊豆半島

に上陸、関東地方南部を経て茨城県沖を進み10日9時に日本の東で温帯低気圧となった。台風が愛

知県に最も接近したのは9日14時から15時頃であった。台風の北上と停滞前線の影響により愛知県

では多いところで2日間で300mmを超える大雨となり、9日には約半数の観測所で10月としての日降

水量の極値を更新した。 

ツ 平成16年10月20日～21日の台風第23号 

台風23号は、10月13日9時にマリアナ諸島で発生し、16日21時には中心気圧940hPa、中心付近の

最大風速45m/s、暴風半径280km、強風半径1100kmの超大型で非常に強い台風となった。その後、台

風第23号はゆっくり北上し、20日13時頃に高知県土佐清水市付近に上陸、近畿地方から東海地方を

経て21日9時に関東の東海上で温帯低気圧となった。台風の中心が愛知県に最も接近したのは20日

宵の内から夜遅くで、名古屋では20日18時39分に南の風33.2m/s、伊良湖では17時28分に南東の風

35.2m/sの最大瞬間風速を観測した。また、総降水量は、津具村茶臼山で265mmとなり、東三河北部

を中心に200mmを超える大雨となった。 

テ 平成21年10月7日～8日の台風第18号 

   台風第18号は9月30日9時に発生し、ゆっくりと西に進み、10月4日9時にはフィリピンの東で、中

心気圧920hPa、最大風速55m/sの猛烈な台風に発達した。台風は6日から7日にかけて南大東島付近

を通過し、中心気圧940hPa、最大風速45m/sの強い勢力を維持したまま、北北東から北東に進み、8

日午後5時過ぎに知多半島付近に上陸後、愛知県から関東甲信地方へ進んだ。この台風の影響によ

り、伊良湖では8日に日最大瞬間風速39.9m/sを観測した（1953年の観測開始以来10月の極値を更新）。

また、名古屋では、8日に日最大1時間降水量67.0mmを観測した（1890年の観測開始以来10月の極値

を更新）。 
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